
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

２
月
２
４
日
、
日
本
共
産
党
の
根
本
み
は
る
市
議
は
、

３
月
市
議
会
の
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
①
と
し
て
、
前
半
を
紹
介
し
ま
す
。 

（
１
）医
療
体
制
に
つ
い
て 

Ｑ
「愛
知
県
地
域
医
療
構
想
に
お

け
る
、
病
床
数
、
医
師
数
と
直

近
状
況
は
。」 

Ａ
「西
三
河
北
部
医
療
圏
の
病
床

数
及
び
医
師
数
（
平
成
２
８
年

１
０
月
策
定
の
愛
知
県
地
域
医

療
構
想
と
令
和
４
年
３
月
の
愛

知
県
地
域
保
健
医
療
計
画
の
数

値
の
比
較
）
病
床
数
は
、
３
，

２
１
１
床
か
ら
２
６
６
床
の

増
。
医
師
数
は
、
６
７
２
人
か

ら
８
９
人
の
増
。」 

住
民
運
動
と
あ
わ
せ
て
、
民
間
病
院
が

進
出
。病
床
数
も
増
加 

西
三
河
北
部
医
療
圏
の
、
人
口
１
０
万
人
当
た
り
の
病
床
数
は
、

６
６
６
．
４
で
県
平
均
の
７
３
，
３
％
、
医
師
の
数
で
も
１
３
９
．

５
人
で
県
平
均
の
７
０
，
５
％
と
少
な
い
状
況
。
２
０
１
６
年
は
、

基
準
と
な
る
病
床
数
よ
り
も
既
存
病
床
数
が
少
な
く
、
そ
の
後
、

高
岡
地
域
に
は
２
５
０
床
の
民
間
病
院
が
進
出
し
て
、
他
の
医
療

機
関
も
含
め
て
増
加
と
な
り
ま
し
た
。 

南
部
地
域
の
み
な
さ
ん
が
、
病
院
が
足
り
な
い
状
況
か
ら
「
南

部
に
病
院
を
」
と
署
名
運
動
に
取
り
組
ま
れ
て
本
市
に
要
望
さ
れ

て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
民
間
病
院
は
地
域
に
貢
献
す
る

病
院
が
理
念
と
の
こ
と
。
先
日
、
病
院
長
の
講
演
が
行
わ
れ
、
１

０
０
名
ほ
ど
の
住
民
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

Ｑ
「南
部
地
域
の
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
、
本
市
は
ど
の
よ
う
な

認
識
な
の
か
。」 

Ａ
「南
部
地
域
を
含
め
、
医
療
関
係
者
の
努
力
に
加
え
、
市
と
し
て

１
次
救
急
か
ら
３
次
救
急
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
を
担
う
医
療
機
関

へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
確
保
さ
れ
て
お
り
、
機
能
分
担
と
連

携
に
よ
り
、
症
状
に
応
じ
て
い
つ
で
も
必
要
な
医
療
を
受
け
ら

れ
る
。」 

市
が
市
民
の
命
に
責
任

を
持
っ
て
医
療
へ
の
支

援
を 

政
府
は
５
月
８
日
か
ら
、
新
型
コ 

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
感
染
症

法
上
の
５
類
感
染
症
に
位
置
付
け

る
こ
と
を
決
定
し
、
こ
れ
に
対
し
、

全
国
知
事
会
、
日
本
医
師
会
が
共

同
声
明
を
公
表
。
今
後
も
感
染
が

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま

れ
、
医
療
機
関
の
感
染
防
御
対
策

に
対
し
必
要
な
支
援
、
診
療
報
酬

の
加
算
等
を
一
定
期
間
継
続
す
る

こ
と
等
を
国
に
求
め
て
い
ま
す
。 

Ｑ
「
医
療
機
関
へ
の
支
援
の
考
え

は
。」 

Ａ
「 

５
類
へ
の
移
行
に
伴
い
、
診
療

報
酬
の
特
例
措
置
、
病
床
確
保

料
等
の
医
療
支
援
に
つ
い
て
段

階
的
な
見
直
し
に
向
け
た
検
討

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。
引
き
続

き
、
豊
田
加
茂
医
師
会
や
医
療

機
関
等
と
状
況
変
化
等
の
情
報

共
有
を
図
る
こ
と
で
円
滑
に
連

携
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。」 

（
２
）
バ
ス
路
線
の
空
白

地
域
で
の
外
出
支
援 

市
民
意
識
調
査
で
は
、
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
る
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
と
し
て
「
利
用
し

や
す
い
公
共
交
通
が
整
っ
て
い

る
」
に
２
７
，
８
％
と
、
最
も
高

い
割
合
で
す
。
バ
ス
路
線
、
交
通

手
段
が
無
い
地
域
が
多
く
、
「
病

院
に
も
買
い
物
に
も
行
け
な
い
。」

と
高
齢
の
方
な
ど
が
困
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。 

Ｑ
「
バ
ス
路
線
の
空
白
地
域
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
市
域
全
体
の

考
え
方
は
。」（
ウ
ラ
へ
続
く
） 

     

 

昨年の集会の様子 

地
域
住
民
の
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
維
持

す
る
た
め
の
地
域
医
療
で
あ
り
、
地
域
医
療

へ
の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
期
待
が
高
ま
る

中
、
今
後
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の

対
応
が
変
更
と
な
り
、
医
療
機
関
へ
の
支
援

が
よ
り
求
め
ら
れ
ま
す
。 
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根
本
市
議
は
「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
を
続
け
る
た
め

に
は
、
公
共
交
通
を
利
用
で
き
る

こ
と
が
市
民
の
切
実
な
願
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。 

 

運
転
免
許
証
自
主

返
納
支
援
制
度 

３
９
自
治
体
で 

Ｑ
「高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故

を
防
ぎ
、
外
出
支
援
と
し
て
、

県
内
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納

支
援
制
度 

設
置
自
治
体
の
状

況
は
。
」 

Ａ
「３
９
自
治
体
で
、
バ
ス
乗
車
運
賃

補
助
な
ど
行
っ
て
い
る
。
」 

 

７
２
％
の
自
治
体
が
、
支
援
制

度
を
実
施
し
て
い
る
状
況
で
、
自

治
体
数
は
以
前
の
３
１
自
治
体
か

ら
も
、
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。 

愛
知
県
警
察
が
公
表
し
て
い
る
各

自
治
体
の
年
齢
別
運
転
免
許
人
口

で
は
、
豊
田
市
６
５
歳
以
上
の
高

齢
者
の
割
合
が
、
令
和
３
年
で
、

２
３
，
１
％
、
令
和
４
年
で
２
３
，

４
％
と
増
え
て
い
ま
す
。
高
齢
化

に
よ
り
、
さ
ら
に
こ
の
割
合
は
増

え
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。 

（
オ
モ
テ
面
の
続
き
） 

Ａ
「 

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
含
め
た 

様
々
な
手
段
を
活
用
し
、
地
域

住
民
の
移
動
を
支
援
し
て
い
く

方
針
。
バ
ス
路
線
が
な
い
地
域

に
お
い
て
は
、
そ
の
地
域
の
実

情
に
適
し
た
持
続
可
能
な
交
通

に
つ
い
て
、
地
域
が
主
体
と
な

っ
て
、
検
討
し
、
地
域
に
合
っ

た
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
取
組
に
対
し

て
、
支
援
を
す
る
。
」 

Ｑ
「南
部
地
域
で
の
外
出
支
援
、
特
に

名
鉄
若
林
駅
周
辺
に
お
い
て
、
買

い
物
、
通
院
な
ど
の
外
出
支
援

は
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
お
こ
な

う
予
定
な
の
か
」 

Ａ
「若
林
駅
周
辺
に
お
い
て
も
、
こ
の

地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、

買
い
物
や
通
院
だ
け
で
は
な
く
、

移
動
に
困
っ
て
い
る
人
の
属
性

や
、
目
的
地
や
利
用
時
間
帯
等
の

実
態
、
そ
し
て
、
新
た
な
交
通
の

必
要
性
と
、
そ
れ
を
持
続
で
き
る

共
助
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、

ま
ず
は
、
地
域
全
体
で
、
ど
う
す

べ
き
か
議
論
す
る
こ
と
か
ら
始

め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
取
組
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
、
外
出
支
援

の
一
つ
。」 

Ｑ
「運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
制

度
の
創
設
の
考
え
は
。」 

Ａ
「ま
ず
は
既
存
の
愛
知
県
警
の
高

齢
者
交
通
安
全
サ
ポ
ー
ト
制
度

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
高
齢

運
転
者
本
人
及
び
そ
の
ご
家
族

等
に
対
し
て
必
要
な
啓
発
、
情

報
提
供
に
努
め
る
。
」 

 

根
本
市
議
は
、
公
共
交
通
の
拡
充 

と
セ
ッ
ト
で
、
外
出
支
援
は
市
民 

の
み
な
さ
ん
に
待
た
れ
て
い
る
制 

度
で
あ
り
創
設
を
求
め
ま
し
た
。 

◆法律相談は弁護士が 
 3 月は第４土曜日 

午前 10 時～12 時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
        

もとむら伸子 
衆議院議員 

根本みはる 
豊田市会議員 

名鉄若林駅から東、県営外根住宅付近、県

道沿い、竹元町の病院付近は、公共交通が

空白の地域（豊田市バスマップより） 

懇談する会のみなさんと根本みはる市議 

１
月
１
８
日
、
「
住
み
よ
い
豊
田

を
創
る
会
」
の
構
成
団
体
で
あ
る

「
地
域
医
療
と
病
院
問
題
を
考
え

る
会
」
が
、
地
域
医
療
、
地
域
の
交

通
不
便
の
問
題
に
つ
い
て
の
要
望

に
対
す
る
市
の
回
答
を
聞
き
、
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。
根
本
み
は
る
市
議

も
同
席
し
ま
し
た
。 

「
地
域
医
療
と
病
院
問
題
を
考
え

る
会
」
は
、
南
部
の
上
郷
・
高
岡
地

域
に
総
合
病
院
が
無
く
、
救
急
の
場

合
の
不
安
の
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

長
年
の
間
、
署
名
運
動
や
学
習
会
な

ど
を
続
け
て
い
ま
す
。
数
年
前
に
豊

田
市
立
南
部
休
日
救
急
内
科
診
療

所
が
和
会
町
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
救
急
搬
送
先
は
、
依
然
と
し

て
市
外
の
病
院
と
い
う
実
態
か
ら
、

救
急
の
医
療
体
制
の
充
実
を
求
め

て
い
ま
す
。 
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